
令和 8年度 地域福祉推進にあたってのテーマ型意見交換会の開催について 

≪包括的相談支援編≫ 

 

 

1 目的・狙い 

区の重層的支援の包括的相談支援に関わる関係機関が集まり、大田区地域福祉計画

の基本目標のひとつである「安心して生活できる地域を支えます」の構築に向け、課題

整理やアイデア出し等が行える場として開催する。 

 

２ 令和８年度テーマ  

『インフォーマルな支援との連携のあり方』 

包括的な支援体制の構築を進めている中で、重層的支援会議等の活用により、行政サ

ービスへのつなぎや分野横断的な支援の連携は強化されつつある。 

しかしながら、重層的な３つの支援のうち、参加支援や地域づくり支援となるインフォ

ーマルな社会資源との連携事例は、まだまだ少ない状況である。 

そこで、インフォーマルな社会資源の有効な連携とは何か、そのためにはどんな整備等

が必要なのか等について意見交換を行う。 

 

３ 予定参加者 20名程度（４グループ） 

各包括的相談支援事業者や中間的支援の立場にある支援者 など（模索中） 

 

４ ゲストティーチャー 

     インフォーマル支援などに詳しい方をお招きして、ミニ講座を実施 

      

５ 意見交換イメージ 

  グループワーク方式（またはワールドカフェ方式）で意見交換を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（案） 

・ 社会資源との連携事例
は？ 

・ どんな連携効果があった
のか？ 

・ 連携がうまくいくために
は、どんなことが必要
か？ 

◆ 社会資源との有効な連携とは何
か？ 

◆ 社会資源と専門職の連携が進むた
めには何が必要か？ 

アイデア出し 
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